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の減少、 (2)表面の不活性化、 (3)表面層に内在する不純物の除去、 (4)固体内拡散に対する拡散障壁になると考えられる
酸化層の形成が起こることを述べている。この処理は、ステンレス鋼製真空容器の処理に適していることを示してい
る。また、極高真空領域の分圧計測の結果によると、排気の過程でベーキングを行った場合と行わない湯合とで残留
ガスの種類に違いが出たことを示している。従来、超高真空領域での残留ガスは水素分子がほとんどを占め、水分子
は観察されていなかったが、ベーキングを行わない排気では水分子が観察されている。
計測技術の開発においては、従来のイオンゲージの持つ計測上の問題点を全て解決している。その上で極高真空領
域の圧力計測を行っている。さらに、ゲージからのガス放出とステンレス鋼製真空容器からのガス放出を調べ、ステ
ンレス鋼からのガス放出の 99%以上が水素分子であることを示している。これは、真空工学では重要な知見を提供す
るものと考えられる。気相のイオンと電子衝撃脱離イオンとをそれらの運動エネルギーの違いを利用して分離し、気
相のイオンのみを測定をしている。気相のイオンのみの分圧計測においては、水素分子は存在するが、水素原子は存
在していないことが示された。超高真空領域での一般の分圧計測では、水素分子が検出されるが、これは気相のイオ
ンではないことが示された。この結果も真空工学上重要な知見を提供するものと考えられる。
以上のように、本論文は極高真空を発生、計測したにとどまらず、真空工学上重要な知見を提供するものと考えら
れる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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